
編集後記
　今月号の特集は「新生児医療―最近の話題」です．
新生児医療をさまざまな視点から捉え，小児科医に
必要な最新の情報を，小児科，新生児科，放射線科，
外科の第一線で御活躍中の先生方にご執筆いただく
ことができました．「人体の設計図」である遺伝子に
始まり，「胎児」「新生児」まで連続した時間軸で新
生児医療の最新の話題をお届けします．
　与田先生には胎児超音波診断について御執筆いた
だきました．超音波技術や精度の向上により胎児超
音波検査ではさまざまな異常が検知されるようにな
りました．胎児診断された胎児，そしてご家族との
かかわりにおいては，産婦人科だけでなく小児科も
多くの役割を果たす必要があります．海外の動向を
含めて，小児科医にとって必要な胎児超音波検査の
最新知見が具体的な疾患の紹介とともに分かり易く
解説されています．
　画像診断の有用性は，胎児期だけでなく新生児期
においても増しています．細川先生には外科疾患の
画像診断について御執筆いただき，事前の画像診断
が外科的治療の侵襲性を左右する代表的疾患につい
て，小児科医も知っておくべき知識を整理して頂き

ました．窪田先生には，消化管穿孔の外科治療につ
いて，臨床的な内容のみならず，壊死性腸炎の発症
における Toll-like receptor の免疫学的関与など，基
礎研究の知見も含めた話題をご紹介頂きました．
　新生児医療における基礎研究の臨床応用は，今や
新生児の網羅的遺伝子診断にまで及んでいます．武
内先生は，新生児集中治療室に入室する重症新生児
のうちの 5～10％が遺伝的背景をもつこと，それら
のリスク因子を全ゲノム解析により早期に特定でき
れば，早期治療に役立つ可能性について言及されて
います．
　新生児医療においては他の診療科の先生方との情
報共有がとくに重要です．遺伝子診断・胎児診断・
出生後診断された児とそのご家族へのかかわりに
は，産婦人科，新生児科，小児科，外科，そしてコ
メディカルの方々が一丸となって取り組む必要があ
るという与田先生のメッセージが印象に残りました．
　世界最高水準にある日本の新生児医療が，多様性
のある最新の技術と医療連携によりいっそう発展し
ていくことを期待しています．

（高橋　孝雄）
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